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ヒeーム式中暦稚魚トロールのー賓験

小

出

林

口

喜一郎 く水産機核患重量室〉

豊 吉(漁業拳敬室)

AN EXPERIMENT OF A BEAM-TYPE TRAWL NET FOR FISH LARVAE 

AT THE V ARIOUS DEPTHS OF SEA W ATER. 

Kiichiro KOBAYASHI and Toyokichi DEGUCHI 

(Faculty oI Fisheries， Hokkaido University) 

The authors designed a dragneもsuiもablefor caもchingfish larvae and plankもonsin 

any depths of sea water and tried te自主sin Funkllowllon (Uchiura Blloy). 

As previollsly repo抗ed，the minnow llet used for fish larvae and planktons mostly 
rises to the自urfaceof Wlloもerbecllouse of grello七reslsもance.

Therefore， in order to make the net go down，色heIloerofoil plate upside dOWIl W!lS 

uscc1， and a beam type trawl net was taken hecause of fiもting.

A七aspeed of 2-~ knots，七henet could be towed in various depth日ofW品eracco1'-

ding to the angles at which the aerofoil plate was fittec1. The author's aim was 
successfully attained. 

1. 前 ι=・

筆者等は噴火構融合研究の一環として、海中任意c深度に於ける稚魚及びプランクトン等を

採集するに誼営な曳網の研究を分婚したので、裏返しに翼板を装着し、下向きの沈降力を附興

した中居曳網を試作し、基礎賓験を行った。と Lに中間報告とする。

2. 試作健件

{l)海中任意。深度に於て、 2-3節の速度で曳行し、網成りが安定で、且上下移動の少な

きとと。

(2) rもぢ」網を使用する。但し「すそ口」はプランクトン採集器を交換装着し得るとと。
(3) 操作が簡単で、重量軽く、蓮搬に便なるとと。其の他強度、耐蝕等に闘しでは通常の設

計依件に従う。

3.計童

筆者等はピームトロール(l)の形式を採った。叉抵抗の多い「もぢ網」では勢い浮上するとと

が考えられ，るので∞、とれを沈下させる方法として、ビーム前面上方に木製。翼板を裏返しに

装着し、その下向き揚力を利用した。 f古1翼板に浮力があるためピームトロ~'l-の安定に役立つ

た。翼板の取付角は約 15。からーグまで数段階に費更出来る様にした。翼板。プロフィルは
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NACA 441~加によったので、迎え角 15'。では揚力係数が約 J .5 となって下向き揚力が大き く、角

度を減少せじめると、揚力係散も滅ψし、 5・では上向脅揚力を生やる故、網E浮上せしめて表

貯 トロ-)レが可能で、ある。叉般速を士告す場合には、t'lのrt¥抗は増すが、一方翼板c効力も増すの
で、奨板の寸度をj直営にすれば、網走路々一定水深/'(保持するととが出来るわりであるf第1掴)。

ピ{ムの構造は潟民及び貫主2闘に示す如く 、

雨側の縦桁(重量約13kg)と中央の横桁(重量

約18kg)とより成り 、4分ボルト6本にて分解

組立式とした。 桁の材料は20mnゅの鋼俸を11jい

防蝕のため光lifl丹を塗布した。

クランドチエ{ンは長さ約10尺 (Ukg)、翼

板は梓材(20kg¥縞の重量はが.;4kgであるから

計 70kgとなるが、水中では奨板浮力が利くの

で、が.;40kgとなった。

続の格治要目は第3聞に示す

如くである。挺板。Ni要図績は

雪量板の浮力吃よる霊長減少をカ

パーナるに足る協力を生ぜしむ

る厄l積以 上あるととが必裂で、

本質験では幅40cm，長ーさ19!cm

従って而積は0.i7m'となれと

れよりピームの長さはが]2mとなった。 震板の1:1，)力及び抗力係

数を夫々 Cx，Czとすれば、

PUn 
協力 =CX17 S=cxIIn39kg

PUn 
抗力=Czヲ子 S=Cz U" 

39kg 

Cx， Czの値は理想的風Ifi¥模型!貧富生では、第4聞に示す如く

であるが、水中でも、レーノールド数が余 り幾ら友いの官、大

義主主い ものと考えられる。

1且網の「また」綱取宇l音sは、網の安定に;影響があるので、 縦

桁i乙3ヶT'!i設け、

資験により、適

営な耳見付部を~

定し得る如くし

一一一持品I';?，ance
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5固に示ナ如きものが典えられた。よって、「すそJ口を此
の寸法に合せ、とれをトワインで縛る如〈した。向翼板には

白色ラッカーを塗装し、水中の位置透叫に使ならしめた。

4. 賓験及びその結果

et 
骨-2Z''" 

賓験は先づ「またJ綱D教とその取付部、曳網1本の場合

と2本の場合とにつき、網成!J， Ji 向の安定性、操作の難易

等を観察し、号たに最も良好と忠、われる「また」綱2本、曳綱
Fig 5. Plankton net holder 

1本の場合につき、結速(ハンドロク。及びストップウォッチ

の二方法による〉、 網の深さ(網に細きトワインをつけ、停馬般にて網の直上に到りトワイン

の深さにて網の深さとする〕、 曳網の長さ、及び網の抵抗(曳綱に側鹿式張力計(めをつけて測

る〉等を測定した。第1，2，3，4表は測定値を示し、第6園は賓験経過を示ナ。

Tn.b1e 1. Setting n.ng1e of 3.erofoil 
p13.もeis 15'。

R心pt; ~hip' ROJ?ll I D2pth I .Rop~ 
length I velocity I t加 sioni I length 
in m. I in knot. I in kg. I in m. I (Depth) 

35 133 100 I 15 2.3 

Tn.ble 3. Se抗ingn.ngle of uerofoil 
plate is -10. 

親日訟i与を!ri識〉
子I~ιlτ|十三二
11 

80 

3.1 

2.4 4.4 

1/寸ττ-，320-'寸 γiコ;γ

Table2. Setもing3.ngle of aerofoil 
plate 臼 -5。

強l:jiltlipii?1rl地〉

11 二二L 一一I10 I 4 

Table 4. Aerofoil p1n.te is removed 

3.1 

1/ 2.84 275 10 4 

60 2.08 220 16 3.7 

1/ 2.64 280 15 4 

， 1.33 三00 18 3.3 

80 2.08 2∞I 22 3.6 

グ 2.47 275 I 20 4 
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Progression ofもheもest.Fig 6. 

ResuIts of test Remarks Fitting points of rope 

Chaius weighing heavy. It is difficult to trim each 
towing rope 0日 bコthsides. 

(1) 
_5' 

(2) It is e相 yto change towing direction of net in respon自e

to turlling ship round. 

(3) Length of lach chain reιulates working points on to-

wmg rope. 

N.et goes down about 10m deep， and 
shapes good， its towing direction be-
coming stable a:1d easy to cha:1ge its 

directiun 

-15。

Operation of net is somewhat simplifide. 

Change of direction is simplifide. 

(1) 

(2) 

I (3) 

N et goes down. 
15・

Working points of dragnet are fixed at B 

Operation i~ simplifide but change of towing direction 

bfcome自difficult，because of dragnet with one rope. 

Net does not rise to the surface again~t expectation. It is 

likely believed because fitting points of rope B beeing 

too high. The whJle part of bearn beコdsto the front and 

its attack a 19le seems to become greater thanーグ.

Net shapes g∞d. 

l
l
H
O吋

1
1

Net go伺 down.N et shapes good 

Results Ilre shown on Table 1. 
15" 

_5' 
N et goes down. 

Rぞ自ultsare shown on Table 2. 

The att配 kangle is dωr品目edto _10'， bnt it stays merely 
below the surface， as it w朗.

N et goes n own. 
ResuIts are shown 01 Table '3. 

-10' 4品fdre
To COmp!l.re with the abuve， a test w剖 triedwithout the 
aerofoil-plate. 

Aerofoil plate is removed. 
ReAlts are shown on Table 4. 

Of no日時.

Ropes are fixei at A， with the plate 
fitted on. 

Beam ben知 tothe front. 

N et shapes bad. and its resistance is 

great. 

15' 



叉横軸に舶速をと p、縦軸に曳網の長さ/網の深さを表わしたDが第7園、同じく縦軸に網の

抵抗を表ゐしたD が第8闘である。

Kn6t 
Z 3 4 

Rope length 
Fjg7. -1'面白記長 一 一一一-Shipvelocity Cnrve 

f net I.depth) 

(1). Correspond with Table 1 
(2). /1 f/ f/ 2 
(3). If f/ ，， 3 
(4). " " /1 4 

400 

ヒ同
記=

K110t 
4 

300 
ロ。
t 
~ 200 

包
白
色三

100 

2 3 
Fig8. Rope tension-Ship velocity Curve 

5.結論

(1) 翼板をつけない稚魚ネットの

場合には、舶速を増せば容易に網

は浮tし、其の割合は略々舶速に
比例する。

(2) 翼板を装着すれば、 2-:1簡

の間では略々一様。深度を保つ。

l31 rまたJ綱の取付位置によっ
て、網は前後に傾斜ずるので翼板

。迎え角が費る。従って、契板の

取付角と曳行中ο迎え角を等しく

する様な「ぎをた」綱D取付位置を、選

定せ必ばならない。本貫験では、

現在の中間取付部より少し下げる

必要があるととが判った。

(41 本質験の結果では、曳綱の長

さは、網V7.K深D 2.6倍より無限

大倍即表層まで、費化せしめること

によって、任意探度の曳網が可能

である。

(5) 網の抵抗と舶速との関係につ

いては未だ定量的な関係を見出ナ

までに到っていない。

(6) 本質験中、底を曳いた場合を

除いては、稚魚及びプランクトン

の捕獲が殆と、無かった。とれは試

験が主に聾聞であったためと、棲

息場所でなかったためでるる。

【附記】 本研究は水産科事技術J珂究費陀ょったものである。叉本質験に際しでは田村研究主

任、川崎井上各研究班員より多大の助力笠得た。向試験舶は尾白内D西川氏に負うととろ大で

ある。と Lに深甚の謝意を表する。
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